
わ

し
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
過

去
最
高
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
に

様
々
な
取
り
組
み
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
担
い
手
と
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
が
機
能
し
て
い
る
事

例
も
引
き
続
き
増
加
し
て

い
る
状
況
も
み
て
と
れ
ま

す
。
行
政
の
補
助
金
や
委

託
事
業
は
原
則
と
し
て
単

年
度
事
業
の
た
め
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
と
っ
て
は
安
定

し
て
い
る
と
は
い
い
が
た

い
収
入
で
す
し
、
昨
今
の
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収
入
が
前
年
調
査
時
と
比

較
し
て
１
千
万
円
以
上
増

え
た
団
体
が
14
あ
り
、
順

調
に
事
業
が
拡
大
し
て
い

る
団
体
が
多
い
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

寄
附
金
収
入
の
総
額
が

が
大
き
く
減
少
し
た
要
因

に
つ
い
て
は
計
算
書
類
だ

け
で
は
判
断
が
つ
き
か
ね

る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
、
収
入
に
占
め
る
寄

附
金
の
割
合
が
大
幅
に
増

え
た
一
昨
年
と
昨
年
の
調

査
で
は
、
不
動
産
の
よ
う

に
比
較
的
大
き
な
額
の
寄

附
が
あ
っ
た
り
、
任
意
団

体
を
法
人
に
切
り
替
え
た

際
に
任
意
団
体
の
資
産
を

引
き
継
い
だ
り
し
た
と
い

う
理
由
で
、
一
時
的
に
多

額
の
寄
附
が
あ
っ
た
団
体

が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
の
調
査
に
お
け
る
寄

付
金
額
の
減
少
は
こ
の
反

動
減
と
も
考
え
ら
れ
、
必

ず
し
も
悲
観
的
に
み
る
必

要
は
な
さ
そ
う
で
す
。

収
入
増
の
団
体
が
増
加

　

左
の
円
グ
ラ
フ
は
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
公
表
し
て
い

る
活
動
計
算
書
の
内
訳

を
、①
会
費
収
入
、②
寄
附

金
収
入
、③
助
成
金
・
補

助
金
収
入
、④
事
業
収
入
、

⑤
そ
の
他
の
収
入
の
５
種

類
に
わ
け
て
集
計
し
た
も

の
で
す
。

　

そ
の
結
果
、
県
内
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
が
得
た
収
入
の
総

合
計
は
約
79
億
１
千
万
円

と
な
り
、
２
０
２
３
年
調

査
時
を
上
回
り
、
過
去
最

大
を
更
新
し
ま
し
た
。
こ

の
額
は
、
概
ね
７
千
人
前

後
の
人
口
を
擁
す
る
地
方

自
治
体
の
一
般
会
計
に
匹

敵
す
る
額
で
、
経
済
的
な

存
在
感
が
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
と
い
え
そ
う

で
す
。

　

前
年
調
査
時
と
比
べ
て

収
入
が
増
加
し
た
団
体
数

と
減
少
し
た
団
体
数
を
比

較
す
る
と
、
増
加
し
た
団

体
数
の
ほ
う
が
18
団
体
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

和歌山県内の NPO 法人事業規模、過去最大を更新
　わかやま NPO センターでは毎年夏に、NPO 法人が所轄庁に提出している事業報告書を分析し、和歌山県内の NPO 法人の総収入額を算出。県内 NPO
法人の事業規模として毎年公開しています。このほど、昨年度の事業報告書の分析をおこなったところ、県内 NPO 法人の収入額は前年調査時と比較し
て約 3.6 億円増の約 79.1 億円となり、過去最大を更新しました。

収
入
の
安
定
も
進
む

　

紙
面
下
部
で
は
収
入
規

模
別
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
数
の

割
合
を
示
し
て
い
ま
す

が
、
年
間
収
入
１
０
０
万

円
を
超
え
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

数
の
割
合
が
58
％
と
、
こ

れ
も
過
去
最
高
を
記
録
し

て
い
ま
す
。
表
に
は
示
し

て
い
ま
せ
ん
が
、
一
般
的

に
非
常
勤
職
員
が
雇
用
で

き
る
収
入
と
さ
れ
る
、
年

間
３
０
０
万
円
以
上
の
収

入
を
得
る
団
体
数
も
１
６

８
、
割
合
で
は
45
％
に
達

物
価
高
や
最
低
賃
金
上
昇

な
ど
に
十
分
対
応
で
き
な

い
と
い
う
声
も
聞
か
れ
ま

す
。
と
は
い
え
、
公
的
な

事
業
に
民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
活
か
さ
れ
る
こ
と
自
体

は
歓
迎
す
べ
き
で
、
今
後

ど
の
よ
う
に
事
業
を
継
続

さ
せ
る
か
が
問
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
す
。

事
業
の
整
理
も
進
む
？

　

今
回
の
調
査
で
前
年
比

で
事
業
収
入
が
大
き
く
減

少
し
た
団
体
の
な
か
に

は
、
こ
れ
ま
で
順
調
に
事

業
を
継
続
し
て
い
た
も
の

の
、
こ
こ
最
近
急
速
に
事

業
が
縮
小
し
て
い
る
団
体

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
人
口

の
大
幅
な
減
少
な
ど
の
影

響
で
、
事
業
の
縮
小
や
整

理
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

ケ
ー
ス
が
出
始
め
て
い
る

も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。

　

人
口
が
少
な
い
地
域
で

は
、
介
護
や
福
祉
等
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
が
比
較
的
得
意

と
し
て
い
た
事
業
領
域
に

お
け
る
深
刻
な
人
材
不
足

が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
間
で
も
中

小
企
業
等
と
同
じ
よ
う
に

人
材
不
足
や
最
低
賃
金
上

昇
な
ど
に
よ
る
事
業
の
行

き
詰
ま
り
が
起
こ
る
可
能

性
は
高
く
、
今
後
の
動
向

に
注
意
が
必
要
と
思
わ
れ

ま
す
。　
　
（
志
場
久
起
）

和歌山を創る新聞「わかつく」
を読む会をしませんか
https://wnc.jp/works/wakatsuku

和歌山を創る新聞「わかつく」編集担当者が記
事について説明するする勉強会などのご希望を
承ります。わかやま NPO センターまでお気軽
にお問い合わせください。

受取会費　127,842,473 円
　　昨年比 1,690,907 円増

受取寄附金　159,660,369 円
　昨年比 97,650,157 円減

受取助成金等
658,744,386 円
　昨年比 87,879,036 円増

事業収益 6,667,537,779 円
　昨年比 271,695,557 円増

収益合計 7,913,707,285 円
　昨年比 359,351,687 円増

その他の収益
299,922,277 円
昨年比 91,394,643 円増

 和歌山県内の NPO 法人の昨年度収益

収益割合の変化
受取会費

受取寄附金

受取助成金等

事業収益

その他の収益

2021 年

1.4%

1.8%

8.5%

84.3%

4.0%

2022 年

1.3%

1.7%

8.4%

83.1%

5.4%

2023 年

1.5%

3.3%

8.6%

83.8%

2.8%

2024 年

1.7%

3.3%

7.5%

84.7%

2.8%

2025 年

1.6%

2.0%

8.3%

84.3%

3.8%

県内 NPO法人の総収益の推移

2025 年

2024 年

2023 年

2022 年

2021 年

2020 年

2019 年

2018 年

2017 年

2016 年
単位：億円
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0

収
入
額
（
円
）

平均値　約 2,133 万円
中央値　約 211 万円

収入規模別NPO法人数割合の推移 数字は法人数和歌山県認証NPO法人の収入額
【集計方法】
　2025 年 8 月 25 日時点で内閣府 NPO 法人ポータルサイトにて公開されていた、
和歌山県認証 NPO 法人の直近年度の事業報告書から、各法人の収入を「NPO 法人
会計基準」に準じる形で、①会費、②補助金・助成金、③寄附金、④事業収益、⑤その他
収益、の 5 つの区分ごとに単純集計しました。①から⑤のいずれの区分にも当ては
まらない収入については⑤その他収益に合算しています。今回の集計対象となった 
NPO 法人数は 371 団体です。
　法人が報告書に記載している数字をそのまま転記していますが、100％の正確性
が担保されているものではありません。
　また、事業年度や情報公開のタイミングの関係で、一昨年度の財務諸表が集計対
象となっている NPO 法人があります。

平均値は総収入額を団体数で割った数値、中央値は収入額を順番に並べ団
体数のちょうど真ん中の順位にあたる団体の収入額を示します。

総収入額　約 79億 1,371 万円（昨年調査比 約 3億 5935 万円増）
平  均  値　 約 2,133 万円（昨年調査比 約 77 万円増）
中  央  値　 約 211 万円（昨年調査比 約 52 万円増）

収入を増やしている団体と減らしている団体が混在しつつも、収入規模が小さい団体は減

少しており、全般的に NPO 法人の収入規模は大きくなる傾向がうかがえます。ただし、

1,000 万円以上のラインで見ると、2023 年よりも団体数は減っており、規模の大きいなか

にも少しずつ収入を減らしている団体があるものと思われます。

【おしらせ】
　毎年の NPO 法人経済状況調
査は、わかやま NPO センター
へのインターン生のみなさん
の協力を得て実施しています。
ご協力に感謝します。
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第 24 回 旧中筋家寄席

日　程 10 月 18 日（土）

 13:30 ～ 15:00

場　所 旧中筋家住宅

 （和歌山市禰宜）

内　容 落語、こども落語、

 マジック

参加費 無料（旧中筋家住

 宅への入館料は必

 要）

定　員 25 名（先着順）

主　催 わかやま楽落会

問い合わせは、katoku0716

@outlook.jp、または 090-98

64-1344・山本さん

このコーナーでは和歌山市
NPO・ボランティア推進協
議会加盟団体から提供され
たイベント情報を不定期に
お届けしています。

和歌山市 NPO ・
ボランティア
推進協議会だより


